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（２）中部圏の主な高規格道路の進捗状況一覧 

（注）全線開通の東名高速道路、名神高速道路、伊勢湾岸道路、中央自動車道、名古屋環状２号線は記載から除いている。 

（出典）本会作成（2023 年９月） 

  

名称 区間 開通区間(状況) 
今後の予定 

区間 完成予定 

新東名 海老名南 JCT 

(圏央道)     

～ 豊田東 JCT 

(伊勢湾岸、東

海環状) 

海老名南 JCT～新秦野 IC 

新御殿場 IC～豊田東 JCT 

御殿場 JCT～浜松いなさ JCT（６車線化） 

新秦野 IC～新御殿場 IC 

浜松いなさ JCT～豊田東 JCT（６車線化） 

2027 年度 

供用未定 

新名神 四日市 JCT 

(伊勢湾岸､東名

阪) 

～ 神戸 JCT 

(山陽、中国) 

四日市 JCT～大津 JCT 

城陽 JCT･IC～八幡京田辺 JCT･IC 

高槻 JCT･IC～神戸 JCT 

亀山西 JCT～大津 JCT（6 車線化）    

大津 JCT～城陽 JCT･IC 

八幡京田辺 JCT･IC～高槻 JCT･IC 

供用未定 

2024 年度 

2027 年度 

東海北陸 一宮 JCT 

(名神) 

～ 小矢部砺波 JCT 

(北陸、能越) 

全線開通（飛驒清見 IC～南砺

SIC は暫定２車線） 

   

東海環状 豊田東 JCT 

(新東名、 

伊勢湾岸) 

～ 新四日市 JCT 

(新名神) 

豊田東 JCT～山県 IC 

大野・神戸 IC～養老 IC 

大安 IC～新四日市 JCT 

山県 IC～大野・神戸 IC 

養老 IC～北勢 IC 

北勢 IC～大安 IC 

2024 年度 

2026 年度 

2024 年度 

中部縦貫 松本 JCT 

(長野) 

～ 福井北 JCT 

(北陸) 

中ノ湯 IC～平湯 IC 

高山 IC～(飛驒清見 JCT～白鳥

JCT)～油坂出入口 

勝原 IC～福井北 JCT 

松本 JCT～波田 IC 

波田 IC～中の湯 IC 

平湯 IC～丹生川 IC 

丹生川 IC～高山 IC 

油坂出入口～和泉 IC 

和泉 IC～勝原 IC 

供用未定 

事業化・供用未定 

事業化・供用未定 

供用未定 

2026 年春 

2023 年秋 

紀勢 勢和多気 JCT 

(伊勢) 

～ 熊野大泊 IC 

 

勢和多気 JCT～尾鷲南 IC 

尾鷲南 IC～熊野大泊 IC 

熊野大泊 IC～紀宝町 供用未定 

中部横断 新清水 JCT 

(新東名) 

～ 佐久小諸 JCT 

(関越) 

 

新清水 JCT～（双葉 JCT～長坂

JCT) 

八千穂高原 IC ～佐久小諸 JCT 

長坂 JCT～八千穂高原 IC 事業化・供用未定 

三遠南信 飯田山本 JCT 

(中央) 

～ 浜松いなさ JCT 

(新東名) 

飯田山本JCT～飯田上久堅・喬木

富田 IC 

喬木 IC～程野 IC 

(矢筈トンネル:4.8km) 

佐久間 IC～東栄 IC 

鳳来峡 IC～浜松いなさ JCT 

飯田上久堅・喬木富田 IC～喬

木 IC 

程野 IC～小嵐 IC 

小嵐 IC～水窪北 IC 

水窪北 IC～水窪 IC 

水窪 IC～佐久間 IC 

東栄 IC～鳳来峡 IC 

供用未定 

 

事業化・供用未定 

供用未定 

事業化・供用未定 

供用未定 

2025 年度 

伊豆縦貫 沼津岡宮 IC 

（東名） 

～ 下田 IC 

 

沼津岡宮 IC～函南塚本 IC 

修善寺 IC～月ケ瀬 IC 

河津七滝 IC～河津逆川 IC 

函南塚本 IC～修善寺 IC 

月ケ瀬 IC～茅野 IC 

茅野 IC～河津七滝 IC 

河津逆川 IC～下田 IC 

事業化・供用未定 

供用未定 

事業化・供用未定 

供用未定 

名豊道路 豊明 IC 

(伊勢湾岸) 

～ 豊橋東 IC 豊明 IC～蒲郡 IC 

豊川為当 IC～豊橋東 IC 

蒲郡 IC～豊橋為当 IC 2024 年度 

西知多 

道路 

東海 JCT 

(伊勢湾岸) 

～ 常滑 JCT 

(知多横断) 

― 東海 JCT～2km 付近（加家 IC 付近） 

加家 IC 付近～長浦 IC 

長浦 IC～常滑 JCT 

供用未定 

事業化・供用未定 

供用未定 
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ⅥⅥ．．イインンフフララ 
１．交通インフラ 
（１）基幹的社会資本の充実（現状と将来） 
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（２）中部圏の主な高規格道路の進捗状況一覧 

（注）全線開通の東名高速道路、名神高速道路、伊勢湾岸道路、中央自動車道、名古屋環状２号線は記載から除いている。 

（出典）本会作成（2023 年９月） 

  

名称 区間 開通区間(状況) 
今後の予定 

区間 完成予定 

新東名 海老名南 JCT 

(圏央道)     

～ 豊田東 JCT 

(伊勢湾岸、東

海環状) 

海老名南 JCT～新秦野 IC 

新御殿場 IC～豊田東 JCT 

御殿場 JCT～浜松いなさ JCT（６車線化） 

新秦野 IC～新御殿場 IC 

浜松いなさ JCT～豊田東 JCT（６車線化） 

2027 年度 

供用未定 

新名神 四日市 JCT 

(伊勢湾岸､東名

阪) 

～ 神戸 JCT 

(山陽、中国) 

四日市 JCT～大津 JCT 

城陽 JCT･IC～八幡京田辺 JCT･IC 

高槻 JCT･IC～神戸 JCT 

亀山西 JCT～大津 JCT（6 車線化）    

大津 JCT～城陽 JCT･IC 

八幡京田辺 JCT･IC～高槻 JCT･IC 

供用未定 

2024 年度 

2027 年度 

東海北陸 一宮 JCT 

(名神) 

～ 小矢部砺波 JCT 

(北陸、能越) 

全線開通（飛驒清見 IC～南砺

SIC は暫定２車線） 

   

東海環状 豊田東 JCT 

(新東名、 

伊勢湾岸) 

～ 新四日市 JCT 

(新名神) 

豊田東 JCT～山県 IC 

大野・神戸 IC～養老 IC 

大安 IC～新四日市 JCT 

山県 IC～大野・神戸 IC 

養老 IC～北勢 IC 

北勢 IC～大安 IC 

2024 年度 

2026 年度 

2024 年度 

中部縦貫 松本 JCT 

(長野) 

～ 福井北 JCT 

(北陸) 

中ノ湯 IC～平湯 IC 

高山 IC～(飛驒清見 JCT～白鳥

JCT)～油坂出入口 

勝原 IC～福井北 JCT 

松本 JCT～波田 IC 

波田 IC～中の湯 IC 

平湯 IC～丹生川 IC 

丹生川 IC～高山 IC 

油坂出入口～和泉 IC 

和泉 IC～勝原 IC 

供用未定 

事業化・供用未定 

事業化・供用未定 

供用未定 

2026 年春 

2023 年秋 

紀勢 勢和多気 JCT 

(伊勢) 

～ 熊野大泊 IC 

 

勢和多気 JCT～尾鷲南 IC 

尾鷲南 IC～熊野大泊 IC 

熊野大泊 IC～紀宝町 供用未定 

中部横断 新清水 JCT 

(新東名) 

～ 佐久小諸 JCT 

(関越) 

 

新清水 JCT～（双葉 JCT～長坂

JCT) 

八千穂高原 IC ～佐久小諸 JCT 

長坂 JCT～八千穂高原 IC 事業化・供用未定 

三遠南信 飯田山本 JCT 

(中央) 

～ 浜松いなさ JCT 

(新東名) 

飯田山本JCT～飯田上久堅・喬木

富田 IC 

喬木 IC～程野 IC 

(矢筈トンネル:4.8km) 

佐久間 IC～東栄 IC 

鳳来峡 IC～浜松いなさ JCT 

飯田上久堅・喬木富田 IC～喬

木 IC 

程野 IC～小嵐 IC 

小嵐 IC～水窪北 IC 

水窪北 IC～水窪 IC 

水窪 IC～佐久間 IC 

東栄 IC～鳳来峡 IC 

供用未定 

 

事業化・供用未定 

供用未定 

事業化・供用未定 

供用未定 

2025 年度 

伊豆縦貫 沼津岡宮 IC 

（東名） 

～ 下田 IC 

 

沼津岡宮 IC～函南塚本 IC 

修善寺 IC～月ケ瀬 IC 

河津七滝 IC～河津逆川 IC 

函南塚本 IC～修善寺 IC 

月ケ瀬 IC～茅野 IC 

茅野 IC～河津七滝 IC 

河津逆川 IC～下田 IC 

事業化・供用未定 

供用未定 

事業化・供用未定 

供用未定 

名豊道路 豊明 IC 

(伊勢湾岸) 

～ 豊橋東 IC 豊明 IC～蒲郡 IC 

豊川為当 IC～豊橋東 IC 

蒲郡 IC～豊橋為当 IC 2024 年度 

西知多 

道路 

東海 JCT 

(伊勢湾岸) 

～ 常滑 JCT 

(知多横断) 

― 東海 JCT～2km 付近（加家 IC 付近） 

加家 IC 付近～長浦 IC 

長浦 IC～常滑 JCT 

供用未定 

事業化・供用未定 

供用未定 
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一宮JCT（一宮稲沢北IC）

1998年１２月供用（４車線） 2005年３月供用（４車線）

2020年３月供用（暫定２車線）

2024年度供用（予定）

2019年12月供用（暫定２車線）

2012年９月供用（暫定２車線）

供用時期未定

2026年度供用（予定）

事業化・供用時期未定

2024年度供用（予定）

2019年３月供用（暫定２車線）

事業化・供用時期未定

2016年８月供用（暫定２車線）

供用時期未定

東海北陸自動車道

2026年春供用（予定）

2023年秋供用（予定）

2023年３月供用

2013年３月供用

2009年３月供用

2017年７月供用

2007年３月供用

2015年３月供用

油坂出入口

2019年３月４車線化完成

東海環状自動車道（豊田東JCT～新四日市JCT）

豊田東JCT

土岐JCT

関広見IC

東海北陸自動車道（一宮JCT～小矢部砺波JCT）

白鳥IC

飛驒清見IC

2005年３月供用（暫定２車線）

2008年年７月供用（暫定２車線）

南砺SIC

美濃関JCT

2009年４月供用（暫定２車線）

養老JCT

養老IC

福井北JCT

飛驒清見JCT

松岡IC

2007年９月供用（暫定２車線）

平湯IC

高山IC

勝原IC

1999年１１月供用（油坂峠道路）
（暫定２車線）

永平寺IC

和泉IC

白鳥JCT

勝山IC

上志比IC

大野IC

2022年１１月４車線化完成

小矢部砺波JCT

2017年10月供用（暫定２車線）

新四日市JCT

山県IC

大野・神戸IC

中部縦貫自動車道（松本JCT～福井北JCT）

松本JCT

中ノ湯IC

1997年１２月供用（安房峠道路）

波田IC

東員IC

大安IC

丹生川IC

大垣西IC

北勢IC
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（３）中部圏の主な高規格道路の進捗状況詳細 （2023年 9月時点） 

  

　2018年１月供用

　2019年３月供用

　2020年３月供用

　2022年４月供用

　2027年度供用（予定）

　2021年４月供用

　2012年４月供用

　2012年４月供用

　2016年２月供用

　2016年８月供用

　2019年３月供用

  2008年２月供用

　2024年度供用（予定）

　2017年４月供用

　2027年度供用（予定）

　2017年12月供用

　2018年３月供用

清水JCT

伊勢原大山IC

川西IC

大津JCT

城陽JCT・IC

八幡京田辺JCT・IC

高槻JCT・IC

新秦野IC

新東名高速道路（海老名南JCT～豊田東JCT）

新名神高速道路（四日市JCT～神戸JCT）

四日市JCT

新四日市JCT

海老名南JCT

厚木南IC

伊勢原JCT

御殿場JCT

浜松いなさJCT

新清水JCT

新御殿場IC

神戸JCT

三ヶ日JCT

亀山西JCT 亀山JCT

豊田東JCT
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一宮JCT（一宮稲沢北IC）
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（３）中部圏の主な高規格道路の進捗状況詳細 （2023 年 9月時点） 

  

　2018年１月供用
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　2020年３月供用
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　2027年度供用（予定）
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　2016年２月供用
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　2019年３月供用
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　2024年度供用（予定）

　2017年４月供用

　2027年度供用（予定）

　2017年12月供用

　2018年３月供用
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伊勢原JCT

御殿場JCT

浜松いなさJCT

新清水JCT

新御殿場IC

神戸JCT

三ヶ日JCT

亀山西JCT 亀山JCT

豊田東JCT
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（４）道路実延長（2021年３月、km） 

 
（出典）国土交通省「道路統計年報」 

  

2011年３月供用（４車線） 2012年１２月供用（４車線）

2003年３月供用（４車線） 2016年２月供用（４車線）

2021年５月供用（４車線） 2007年３月供用（暫定２車線）

2014年３月供用（暫定２車線）

2024年度供用（予定）

2012年１０月供用（暫定２車線）

2013年６月供用(４車線）

2012年３月供用（暫定２車線）

2013年６月供用（暫定２車線）

豊橋東IC

大崎IC

名古屋環状２号線（名古屋南JCT～飛島JCT）

名古屋南JCT

高針JCT

名古屋西JCT

飛島JCT

豊川為当IC

前芝IC

名豊道路（豊明IC～豊橋東IC）

細谷IC

蒲郡IC

豊明IC

藤井IC

西尾東IC

幸田芦谷IC

高速道路 一般国道 都道府県道 市町村道 合計
実延長 全国ｼｪｱ(%) 実延長 全国ｼｪｱ(%) 実延長 全国ｼｪｱ(%) 実延長 全国ｼｪｱ(%) 実延長 全国ｼｪｱ(%)

全国 9,100 100.0% 56,111 100.0% 129,827 100.0% 1,034,201 100.0% 1,229,239 100.0%

中部圏 1,229 13.5% 7,049 12.6% 17,079 13.2% 166,807 16.1% 192,164 15.6%

長野県 331 3.6% 1,701 3.0% 3,881 3.0% 42,218 4.1% 48,131 3.9%

岐阜県 235 2.6% 1,578 2.8% 3,102 2.4% 25,984 2.5% 30,899 2.5%

静岡県 211 2.3% 1,229 2.2% 3,263 2.5% 32,306 3.1% 37,009 3.0%

愛知県 236 2.6% 1,333 2.4% 4,201 3.2% 44,844 4.3% 50,615 4.1%

三重県 217 2.4% 1,208 2.2% 2,631 2.0% 21,454 2.1% 25,510 2.1%

東京圏 390 4.3% 3,240 5.8% 8,965 6.9% 126,131 12.2% 138,725 11.3%

関西圏 757 8.3% 5,700 10.2% 13,460 10.4% 91,822 8.9% 111,739 9.1%
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2009年２月供用（暫定２車線） 2019年３月供用（暫定２車線）

2013年３月供用 2019年11月供用（暫定２車線）

2014年３月供用 2021年８月供用（暫定２車線）

2012年３月供用 2019年３月供用（暫定２車線）

2021年８月供用 2017年３月供用（暫定２車線）

　

2008年４月供用 2006年12月供用（暫定２車線）

2013年９月供用 中央自動車道

供用時期未定 事業化・供用時期未定

2018年４月供用（暫定２車線）

2011年３月供用（暫定２車線）

2008年４月供用（暫定２車線）

沼津岡宮IC

2019年11月供用（２車線） 2009年７月供用

三島塚原IC

2018（H30）年３月供用（２車線） 2014年２月供用（暫定２車線）

大場・函南IC

供用時期未定 2014年２月供用（２車線）

函南塚本IC

1994年３月供用（矢筈トンネル） 事業化・供用時期未定　（現道「伊豆中央道」利用）

大仁中央IC

事業化・供用時期未定　（現道「国道１５２号」利用） 事業化・供用時期未定　（現道「修善寺道路」利用）

修善寺IC

供用時期未定 2008年４月供用（暫定２車線）

大平IC

事業化・供用時期未定　（現道「国道１５２号」利用） 2019年１月供用

月ケ瀬IC

供用時期未定 供用時期未定

茅野IC

2019年３月供用 事業化・供用時期未定

河津七滝IC

2025年度供用（予定） 2023年３月供用

河津逆川IC

2012年３月供用（２車線） 供用時期未定

下田IC

2012年４月供用（２車線）

鳳来峡IC

浜松いなさ北IC

程野IC

小嵐IC

水窪北IC

水窪IC

佐久間IC

天龍峡IC

龍江IC

飯田上久堅・喬木富田IC

喬木IC

東栄IC

中部横断自動車道（新清水JCT～佐久小諸JCT）

六郷IC

近畿自動車道（勢和多気JCT～熊野大泊IC）

勢和多気JCT 新清水JCT

紀勢大内山IC 富沢IC

紀伊長島IC 南部IC

海山IC 下部温泉早川IC

浜松いなさJCT

佐久小諸JCT

伊豆縦貫自動車道（沼津岡宮IC～下田IC）

（沼津岡宮IC～長泉IC 暫定２車線）

（長泉IC～三島塚原IC ４車線）

尾鷲北IC

三木里IC

八千穂高原IC

三遠南信自動車道（飯田山本JCT～浜松いなさJCT）

尾鷲南IC

熊野大泊IC

佐久南IC

双葉JCT

長坂JCT

増穂IC

紀宝町

飯田山本IC
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２．リニア中央新幹線 
（１）整備計画（2011 年 国土交通大臣決定） 

建 設 線 中央新幹線 

区 間 東京都・大阪市 

走 行 方 式 超電導磁気浮上方式 

最 高 設 計 速 度 505キロメートル/時 

建設に要する費用 90,300億円 

その他必要な事項 
主な経過地 甲府市附近、赤石山脈（南アルプス）中南部、 

名古屋市附近、奈良市附近 
（出典）東海旅客鉄道㈱「中央新幹線（東京都・名古屋市間）環境影響評価書のあらまし」（2014年８月） 

 

（２）東京都・名古屋市間の概要 
・ 路線延長 

    286km（地上部 40km、トンネル部 246km、山梨リニア実験線 42.8km を含む） 

・ ターミナル駅（地下） 

    東京都 ：東京都港区東海道新幹線品川駅地下 

    名古屋市：名古屋市中村区東海道新幹線名古屋駅地下 

・ 中間駅（地下） 

    神奈川県 ：神奈川県相模原市緑区 JR橋本駅付近 

・ 中間駅（地上） 

    山梨県 ：山梨県甲府市大津町付近 

    長野県 ：長野県飯田市上郷飯沼付近 

    岐阜県 ：岐阜県中津川市千旦林付近 

・ 車両基地 

    関東車両基地：神奈川県相模原市緑区鳥屋付近（約 50ha） 

    中部車両基地：岐阜県中津川市千旦林付近（工場機能含む 約 65ha） 

・ 付帯施設 

    変電施設：10箇所 

    保守基地：８箇所（保守用車留置施設含） 

    非常口（都市部）：首都圏９箇所、中部圏４箇所 
（出典）東海旅客鉄道㈱「中央新幹線（東京都・名古屋市間）環境影響評価書のあらまし」（2014年８月） 
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（５）中部圏の主要港湾 
港格 港名 所在県 港湾管理者 

国際拠点港湾 
清水港 静岡県 静岡県 
名古屋港① 愛知県 名古屋港管理組合② 
四日市港 三重県 四日市港管理組合③ 

重要港湾 

御前崎港 静岡県 静岡県 
田子の浦港 静岡県 静岡県 
三河港 愛知県 愛知県 
衣浦港 愛知県 愛知県 
津松阪港 三重県 三重県 
尾鷲港 三重県 三重県 

①：名古屋港は、穀物について国際バルク戦略港湾に選定された。 

②：愛知県と名古屋市によって設立された特別地方公共団体 

③：三重県と四日市市によって設立された特別地方公共団体 

 

（６）中部圏の空港 
種別 設置管理者 空港（愛称）名 コード 所在県 滑走路長 

拠点空港 中部国際空港㈱① 
中部国際空港 

（セントレア） 
ＮＧＯ 愛知県 3,500ｍ×60ｍ 

地方管理空港 

長野県 
松本空港 

(信州まつもと空港) 
ＭＭＪ 長野県 2,000ｍ×45ｍ 

静岡県 
静岡空港 

（富士山静岡空港） 
ＦＳＺ 静岡県 2,500ｍ×60ｍ 

その他の空港 愛知県 
名古屋飛行場 

（県営名古屋空港） 
ＮＫＭ 愛知県 2,740ｍ×45ｍ 

①：経済界、国、愛知県、名古屋市、岐阜県、三重県からの出資により設立 
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（２）東京都・名古屋市間の概要 
・ 路線延長 

    286km（地上部 40km、トンネル部 246km、山梨リニア実験線 42.8km を含む） 
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    神奈川県 ：神奈川県相模原市緑区 JR橋本駅付近 

・ 中間駅（地上） 

    山梨県 ：山梨県甲府市大津町付近 

    長野県 ：長野県飯田市上郷飯沼付近 

    岐阜県 ：岐阜県中津川市千旦林付近 

・ 車両基地 

    関東車両基地：神奈川県相模原市緑区鳥屋付近（約 50ha） 

    中部車両基地：岐阜県中津川市千旦林付近（工場機能含む 約 65ha） 

・ 付帯施設 

    変電施設：10箇所 

    保守基地：８箇所（保守用車留置施設含） 

    非常口（都市部）：首都圏９箇所、中部圏４箇所 
（出典）東海旅客鉄道㈱「中央新幹線（東京都・名古屋市間）環境影響評価書のあらまし」（2014年８月） 
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（５）中部圏の主要港湾 
港格 港名 所在県 港湾管理者 

国際拠点港湾 
清水港 静岡県 静岡県 
名古屋港① 愛知県 名古屋港管理組合② 
四日市港 三重県 四日市港管理組合③ 

重要港湾 

御前崎港 静岡県 静岡県 
田子の浦港 静岡県 静岡県 
三河港 愛知県 愛知県 
衣浦港 愛知県 愛知県 
津松阪港 三重県 三重県 
尾鷲港 三重県 三重県 

①：名古屋港は、穀物について国際バルク戦略港湾に選定された。 

②：愛知県と名古屋市によって設立された特別地方公共団体 

③：三重県と四日市市によって設立された特別地方公共団体 

 

（６）中部圏の空港 
種別 設置管理者 空港（愛称）名 コード 所在県 滑走路長 

拠点空港 中部国際空港㈱① 
中部国際空港 

（セントレア） 
ＮＧＯ 愛知県 3,500ｍ×60ｍ 

地方管理空港 

長野県 
松本空港 

(信州まつもと空港) 
ＭＭＪ 長野県 2,000ｍ×45ｍ 

静岡県 
静岡空港 

（富士山静岡空港） 
ＦＳＺ 静岡県 2,500ｍ×60ｍ 

その他の空港 愛知県 
名古屋飛行場 

（県営名古屋空港） 
ＮＫＭ 愛知県 2,740ｍ×45ｍ 

①：経済界、国、愛知県、名古屋市、岐阜県、三重県からの出資により設立 
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（４）ルート及び駅位置 

 
（出典）東海旅客鉄道㈱「中央新幹線（東京都・名古屋市間）環境影響評価準備書」（2013年９月） 

 

 

  

116 

（３）駅の概要 

 
（出典）東海旅客鉄道㈱「中央新幹線（東京都・名古屋市間）環境影響評価書のあらまし」（2014年８月） 
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（４）ルート及び駅位置 

 
（出典）東海旅客鉄道㈱「中央新幹線（東京都・名古屋市間）環境影響評価準備書」（2013年９月） 
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（３）駅の概要 

 
（出典）東海旅客鉄道㈱「中央新幹線（東京都・名古屋市間）環境影響評価書のあらまし」（2014年８月） 
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（出典）リニア中央新幹線建設促進期成同盟会ホームページ 

 

 

 
（出典）三菱UFJリサーチ＆コンサルティング「政策研究レポート『リニア時代到来の期待』」 
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（５）経済効果等 

 

 
（出典）リニア中央新幹線建設促進期成同盟会ホームページ 
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（出典）リニア中央新幹線建設促進期成同盟会ホームページ 

 

 

 
（出典）三菱UFJリサーチ＆コンサルティング「政策研究レポート『リニア時代到来の期待』」 
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（５）経済効果等 

 

 
（出典）リニア中央新幹線建設促進期成同盟会ホームページ 

 

政策研究レポート 
 

ご利用に際しての留意事項を最後に記載していますので、ご参照ください。  （お問い合わせ） 革新創造センター 広報担当 TEL：03-6733-1001 info@murc.jp    
  2/2  

経済効果は発現するのである。交通プロジェクトの経済効果は、時間短縮を強く享受する地域に多く発現し、

一方では経済集積の高い地域に多くの効果が帰着する。これらの双方の条件を満たす地域が多大な効果を

得ることとなるため、首都圏における経済効果が最も大きく、次いで名古屋圏と近畿圏が大きい。特に、これら

の大都市圏の母都市であってリニア駅が整備される東京、名古屋、大阪での効果が多大である。 

 

(

 

高

低

品川

名古屋

新大阪

経経済済効効果果（（便便益益））のの拡拡ががりり

※開業年を2025年とし、同年を基準年として50年間の効果を算定。
※「人口減少」や「技術進歩」を考慮した試算結果。

約16.8兆円

総便益

 

(

 

高

低

品川

名古屋

約10.7兆円

総便益
名古屋開業 大阪開業

 

 また、産業分野別の効果では地域の特徴が現れる。首都圏では金融・サービス業の活性化が最も大きいも

のと見込まれ、名古屋圏では製造業の活性化が最も大きいものと見込まれる。地域の産業構造の特性に応じ

た効果の発現が予想されることから、地域別に見た産業の特性が際立っていく可能性もある。しかし、日本経

済全体から見れば産業活力は増強され、日本経済のエンジン地域が強化されると見るべきである。また、地方

部の中間駅周辺地域では観光面での交流増進が強く期待される。 

３．今後の注目ポイント 

 リニアの効果は時間短縮を享受できるほど地域への波及が強くなる。このため、リニア駅の整備に合わせて

多モードの交通結節（在来鉄道の高速化と合わせた鉄道結節、高速道路との結節、空港との結節等）を強める

ことが、周辺地域の経済効果を高め、ひいては日本全体の経済活力を高めていくこととなる。このため、リニア

駅が整備される６都市は、ゲートウェー都市として高度な交通結節の実現を模索していく必要がある。同時に、

地下駅となる大都市圏の３駅（品川、相模原、名古屋）はリニア駅上空を利活用する方策、リニア駅徒歩圏の

都市機能の高度化等を検討していく必要がある。また、地上駅となる地方部の３駅（甲府、飯田、中津川）では、

魅力的でインパクトの強い景観を提供する駅を整備し、これと合わせて地域の特徴を活かしたリニア活用方策

を検討していく必要がある。これらの検討課題はいずれも困難を伴うが、各駅の周辺地域にとっても意義深い

ことであるため、連携を密にしてリニアを契機とした明るい日本づくりのために腐心していかねばならない。 

 

 － ご利用に際して－  
 本資料は、信頼できると思われる各種データに基づいて作成されていますが、当社はその正確性、完全性を保証するものではありません。 
 また、本資料は、執筆者の見解に基づき作成されたものであり、当社の統一的な見解を示すものではありません。 
 本資料に基づくお客様の決定、行為、及びその結果について、当社は一切の責任を負いません。ご利用にあたっては、お客様ご自身でご判断くださいます

ようお願い申し上げます。 
 本資料は、著作物であり、著作権法に基づき保護されています。著作権法の定めに従い、引用する際は、必ず出所：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティングと

明記してください。 
 本資料の全文または一部を転載・複製する際は著作権者の許諾が必要ですので、当社までご連絡下さい。 
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②中津川 

 

 
（出典）中津川市「中津川市リニアを活用したまちづくり構想」（2019年７月） 
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（６）中間駅におけるまちづくり構想 
 ①飯田 

 

 

 

 
（出典）飯田市「飯田・リニア駅前空間デザインノート」（2019年12月） 
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②中津川 

 

 
（出典）中津川市「中津川市リニアを活用したまちづくり構想」（2019年７月） 
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（６）中間駅におけるまちづくり構想 
 ①飯田 

 

 

 

 
（出典）飯田市「飯田・リニア駅前空間デザインノート」（2019年12月） 
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ⅦⅦ．．エエネネルルギギーー・・環環境境 
１．エネルギー 
 ①都道府県人口あたりのエネルギー消費量 （ギガジュール／人） 

 
（出典）資源エネルギー庁「都道府県別エネルギー消費統計」 

 
 ②新エネルギー発電割合 

 
       （注）新エネルギーによる発電は、風力、太陽光、地熱、バイオマス、廃棄物によるもの。 

発電割合：（都道府県別）新エネルギー発電量 ÷ （都道府県別）合計発電量 

          （出典）資源エネルギー庁 「電力調査統計表」 

 

 ③新エネルギー発電による域内電力需要の充足率 

 

（注）新エネルギーによる発電は、風力、太陽光、地熱、バイオマス、廃棄物によるもの。 

自給割合：（都道府県別）新エネルギー発電量 ÷ （都道府県別）合計需要量 

          （出典）資源エネルギー庁 「電力調査統計表」 

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

中部圏 125.4 121.1 120.0 120.4 121.7 118.1 114.3

長野県 89.8 88.4 88.6 88.8 89.6 86.8 85.0

岐阜県 108.3 113.4 105.6 104.5 105.3 108.3 103.9

静岡県 111.5 106.0 105.6 104.2 107.0 100.9 97.1

愛知県 131.7 124.7 124.8 126.8 126.1 121.6 117.8

三重県 188.2 183.9 182.5 181.0 188.8 186.1 180.3

東京都 79.5 81.8 72.8 73.0 72.1 68.5 66.3

大阪府 86.4 84.7 83.1 83.3 82.2 77.8 77.0

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
全国 1.51% 1.79% 2.09% 2.49% 3.05% 3.29%

中部圏 1.21% 1.47% 1.69% 2.14% 2.55% 2.77%
長野県 0.54% 0.81% 1.62% 1.94% 2.39% 2.77%
岐阜県 0.43% 0.42% 0.53% 1.02% 1.51% 1.61%
静岡県 5.55% 7.04% 7.26% 8.45% 10.27% 10.91%
愛知県 0.64% 0.64% 0.65% 0.71% 0.84% 0.86%
三重県 1.97% 2.65% 3.67% 4.91% 5.51% 6.97%

東京都 0.19% 0.11% 0.08% 0.03% 0.06% 0.36%
大阪府 0.38% 0.50% 0.47% 0.64% 0.58% 0.90%

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
全国 1.61% 1.89% 2.19% 2.57% 3.14% 3.40%

中部圏 1.10% 1.29% 1.47% 1.84% 2.17% 2.21%
長野県 0.28% 0.42% 0.83% 1.07% 1.25% 1.40%
岐阜県 0.24% 0.25% 0.30% 0.57% 0.83% 0.95%
静岡県 1.35% 1.69% 1.90% 2.31% 2.77% 2.86%
愛知県 0.78% 0.76% 0.81% 0.86% 1.00% 0.99%
三重県 3.08% 3.91% 4.19% 5.60% 6.37% 6.44%

東京都 0.022% 0.013% 0.008% 0.003% 0.004% 0.031%
大阪府 0.21% 0.26% 0.22% 0.29% 0.29% 0.31%
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③名古屋駅周辺まちづくりに関する動き 

 

 

 

（出典）名古屋市「名古屋駅周辺まちづくりの現在の状況」（2022 年 12 月）  


